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　　　　　　　Abstract
　Depositional environments of Upper Cretaceous Zoopんycos beariりｇ strata from Odochi
of Kochi together with other locations including Shikoku, Kyushu and Hokkaido are
examined based on lithology and bivalve fauna.Ｚｏｏｐｈ＾ｉｃｏｓis abundant from siltstone
facies which is interpreted as shelf environments.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｉ　はじめに
　筆者らは，最近高知県大栃付近に分布する吹越層から産出する生痕化石のＺｏｏｐｈ-ｙｃｏｓの産状
と，これに伴う二枚貝化石についてやや詳しく述べた（田代ら, 1981).また高知県産の･Ｚｏ叩hycos
については，既に甲藤による有岡層産の記載がある(Katto, 1976).
　現在，筆者らの知るわが国における主なＺｏｏｐｈ＾ｊｃｏｓ産地は，西南日本では高知県大栃（Ｌｏｃ.
1）・有岡（Ｌｏｃ.2）・愛媛県宇和島（Ｌｏｃ.3）及び鹿児島県の獅子島（Ｌｏｃ.4）であり，ま
た東北日本では福島県広野（Ｌｏｃ.5）及び北海道岩見沢（Ｌｏｃ.6）等がある．
　これらの産地・産出地層名・地質年代・産出層の岩質及びＺｏｏｐｈｙｃｏｓに伴う主要な二枚貝化
石を列記すると，以下の通りである．
Loc. 1　高知県香美郡物部村大栃
　　地層名：吹越層上部層(lower Lower Cenomanian)
　　岩質：暗灰色シルト岩
　　二枚貝化石:
　　　　　Ptero£rigonia (？Scabro£rigonia) imanishii (Nakano)･
　　　　　Ptero£rigonia (？Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏ几ia)monobeana Tashiro et Kozai
　　　　　j）£erotrなonia (？Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ;)pustuZosa (Nagao)
　　　　　Nucula (.Pec£inuculd) kochiensis Tashiro et Matsuda
　　　　　Acila (Truncacila) monobensis Tashiro et Matsuda
　　　　　Ｎｉｐｐｏｎｏ几ｅｃtｅｓｈｏｚａｉｉTashiro
　　　　　Entolium sp. cf. K obova£um (Stoliczka)
　　　　　Nanonaりis pseudocarinata Tashiro et Matsuda
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Loc. 2　高知県中村市有岡
　　地層名：有岡層(Upper-most Campanian)
　　岩質：暗灰色シルト岩
　　二枚貝化石:
　　　　　Inoceramus kunimiensisYehara
　　　　　Inoceramus 6?£icusbal£icusBohn
　　　　　Nanonavis elo昭ａ£usamakusensis Tashiro et Otsuka
Loc. 3　愛媛県宇和島市古城山
　　地層名：宇和島層群下部層（ＬｏｗｅｒConiacian)
　　岩質：暗灰色シルト岩
　　二枚貝化石：
　　　　　InoceramusａωajimensisYehara　　　　　　　　‘
　　　　　Nanonavis sachalinensis(Schmidt)
　　　　　Apio£rigonia{Apio£rigonia)undulosa Nakano rare
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Loc. 4　鹿児島県出水郡獅子島
　　地層名:御所浦層群S－I層（田代・松田, 1982) ; Amano (1956)によるＵｅ層；山本・
　　　　　　速水(1971)によるｎｅ層　　(lower Lower Cenomanian の下部）
　　岩質：暗灰色シルト岩
　　二枚貝化石:
　　　　　Ptero£rigonia (？Ｓｃａｂｒｏtｒiヽｇｏ几:ia)obsoleta (Nakano)
　　　　　7）£ｅｒりひigonia(？Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏｎｉａ)pus£ulosa (Nagao)
　　　　　Eniolium sp. cf.£岫ｏｕ£um (Stoliczka)
　　　　　Ｍ
　　　　　Pinna (Plesi叩面la) a£riniformis(Amano)
　　　　　ＣｕｃｕＵａｅａｅｚｏｅ几ｓiｓｅｚｏｅｎｓiｓYabe et Nagao
　　　　　？ｅΓφlomya sんishijimensisMatsuda ｍ’.ｓ.
Loc.･5　福島県双葉郡広野町
　　地層名：双葉層群下部層（Ｌｏｗｅr？　Coniacian)
　　岩質：暗灰色シルト岩
　　二枚貝化石:
　　　　　Ａｃｉｌａ（乃･uncacild)hofefeaidoenｓiｓ(Nagao)
　　　　　Inoceramus uwajimensis Yehara
　　　　　Ｍ-ｙｒtｅａｅｚｏｅ几ｓiｓ( Nagao)
　　　　　Ｎａｎｏ几ａｕiｓｓａｃｈａｌｉｎｅ几ｓiｓ(Schmidt)
Loc. 6　北海道岩見沢市幾春別柱沢ダム北岸
　地層名：三笠砂岩層(Middle Cenomanian)
　　岩質：暗灰色シルト岩
　　二枚貝化石:
　　　　　Ｐtｅｒｏtｒｉｇｏｎｉａ（？Ｓｃａｂｒｏtｒｉｇｏ几･.id)kobayasんa (Nakano
　　　　　Ｍ
　　　　　Entolium sp. cf. £岫ｏｓ£um (Stoliczka)
　　　　　ｌａｏｃｅｒａ／ａｕｓｙｃ＾ｅｉNagao et Matsumoto
　　　　　Anthoりa apicalis Nagao
　　　　　ＣｕｃｕｌｌａｅａｃｚｏｅｎｓiｓｅｚｏｅｎｓiｓYabe et Nagao
　　　　　Ｈｅtｅｒｏtｒｉｇｏ几i（１ｓｕboｕaliｓａｕjatai(Yehara)
Ｕ　考 察
　以上のＺｏｏｐｈｙｃｏｓ産出層は，いずれも上部白亜系に属し，岩質は次第に浅海性の粗粒岩に移
化する前のシルト岩から産出しているようである．
　次にＺｏｏｐりＣＯＳとこれに伴う二枚貝化石を考察すると，上記のＺｏｏｐｈｖｃｏｓ産地の６ケ所
に共通する二枚貝にはＮａｎｏｎａｕiｓがある．また, Ｉｎｏｃｅｒａｍｕｓは４ヶ所に共通する．共通しな
い２ヶ所はlower Lower Cenomanian であり，本邦では一般にＩｎｏｃｅｒａｍｕｓの産出が少な･い
時代である.
　Cenomanianの３ヶ所に共通するＥｎtoliｕｍ sp. cf. E. oboりａ£ａyｎは，本種そのものの
rangeがCenomanianにかぎられている．
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　AcilaはLoc. 1, 3, 5に出るが，現生のAcilaは，一般に二枚貝としては深い環境に
生息している．
　ここで興味があるのは，一般に浅海性と考えられている三角貝類が４ヶ所に共通する点である．
しかし，これらの三角貝は，三角貝の中では，やや深い環境に生息していた可能性のある種である
　（田代・松田,1982).
　これらのＺｏｏｐｈ-ｙｃｏｓに伴う二枚貝から推定すれば，二枚貝の中にはやや深度のある種を伴う
が，本邦の上部白亜系のZoophycosの堆積（生息）深度は，深くとも100～200m位の範囲と
思われ，これまで考えられているＺｏｏｐりＣＯＳの生息深度よりもかなり浅いと考えたが適切なよ
うである．
　最後に，以上の他に北海道の上部エソ層群からもＺｏｄｐｈｖｃｏｓを産する事が最近報告（前田
1983. M. S.)されているので付記する．
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